
さまざまな挑戦 ―垣根を超えて、国境を越えて―  

秋の水曜日の夜 7時 45 分～9時 15分 

赤坂キャンパスで、またはご自宅から zoom で、リアルタイムでご参加を 

見逃しても、来年 2月 28 日まで録画を見放題、聴き放題です(^_-)-☆ 

ゴリラの観察から人間の挑戦行動を推理する京都大学元総長、日本の歯科保健に革命を起こし、スウ

ェーデンから博士号を贈られたレジェンド、植物学研究、そして脳神経外科医から転身したリハビリテー

ション医学の第一人者、重度訪問介護をビジネスのパイオニア、聴覚障害と視覚障害をあわせもって活

躍する東大教授……。 

 垣根を超えて医療・福祉を改革しつつある方々をお呼びして、その挑戦の背景と極意を学びます。 

 フィンランド、フランス、スウェーデンの経験からも。 

回 日 講義名・講義内容 講師 

1 9/11 垣根を超え、国境を超えて挑戦するということ 
国際医療福祉大学大学院 教授 

大熊 由紀子 

2 9/18 
人生 100年時代に向けて  

～８０２０から KEEP２８へ～ 

日吉歯科診療所 理事長 

熊谷 崇 先生 

3 9/25 
日本にもクライシスセンターを 

～フィンランドからの報告～ 

kokko 奈良クライシスセンター 代表理事 

岡本 響子 先生 

4 10/2 
植物学⇒脳神経外科医⇒リハビリテーション専

門医 ～転身の中で、つかみとったこと～ 

浜松市リハビリテーション病院 特別顧問 

藤島 一郎 先生 

5 10/9 
都会で精神病院をなくし、１年たって 

～ＰＳＷ、薬剤師とともに～ 

医療法人ディープインテンション 日吉心療

所理事長 熊田 貴之 先生 

6 10/16 
ＥＢＭ・ＮＢＭ・ＩＴ、そして、ＳＤＭ 

～患者「と」、医療者「で」、医療を変える～ 

京都大学医学部・健康情報学 教授 

中山 健夫 先生 

7 10/23 
下剤ゼロ、機械浴ゼロ、寢かせきりゼロ、拘束

ゼロ  ～７つのゼロに挑戦して～ 

社会福祉法人愛隣会 総合ケアセンター駒

場苑施設長 坂野 悠己 先生 

8 10/30 
聴覚障害と視覚障害をあわせもって 

～見えること、できること～ 

東京大学先端技術センター 教授 

福島 智 先生 

9 11/6 
「重度訪問介護」をビジネスに 

～異端の福祉といわれて～ 

株式会社土屋 代表取締役 

高浜 敏之 先生 

10 11/13  
ひとりひとりに届ける福祉が支える 

～フランスの子どもの育ちと家族～ 

日本学術振興会特別研究員・パリ市ソーシ

ャルワーカー養成校 AFRIS 顧問 

安發 明子先生 

11 11/20 
介護は命懸けで親がしてくれた教えだった 

～認知症介護のリアル～ 

映画監督 

信友 直子 先生 

脳科学者・東京大学大学院特任研究員 

恩蔵 絢子 先生 
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https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/staff/cat/cat19/7084.html
http://www.yuki-enishi.com/challenger-d/challenger-d42.html
https://drive.google.com/file/d/1XGbhEtHYNtDLJud8g30YZXjpqphBauVs/view?usp=sharing
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https://drive.google.com/file/d/1WWjIzG9J5KWOSk9ZgEZIcq7_xw0VLEN4/view?usp=sharing
https://www.nippon.com/ja/japan-topics/c030193
https://www.amazon.co.jp/%E7%95%B0%E7%AB%AF%E3%81%AE%E7%A6%8F%E7%A5%89-%E3%80%8C%E9%87%8D%E5%BA%A6%E8%A8%AA%E5%95%8F%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%82%92%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E7%94%B7-%E9%AB%98%E6%B5%9C-%E6%95%8F%E4%B9%8B/dp/4344941829
https://www.amazon.co.jp/%E4%B8%80%E4%BA%BA%E3%81%B2%E3%81%A8%E3%82%8A%E3%81%AB%E5%B1%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E7%A6%8F%E7%A5%89%E3%81%8C%E6%94%AF%E3%81%88%E3%82%8B-%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E8%82%B2%E3%81%A1%E3%81%A8%E5%AE%B6%E6%97%8F-%E5%AE%89%E7%99%BC-%E6%98%8E%E5%AD%90/dp/4780312809
https://naokonobutomo.com/
https://naokonobutomo.com/
https://www.amazon.co.jp/%E8%AA%8D%E7%9F%A5%E7%97%87%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB-%E6%81%A9%E8%94%B5-%E7%B5%A2%E5%AD%90/dp/482842640X


回 日 講義名・講義内容 講師 

12 11/27 
驚きの介護民俗学 

～それでも私は介護の仕事を続けていく～ 

デイサービスすまいるほーむ 管理者 

六車 由実 先生 

13 12/4 
人生で大切なことは、 

すべてゴリラからおそわった 

京都大学 元総長・人間文化研究機構総合

地球環境学研究所 所長 

山極 寿一 先生 

14 12/11 垣根はみんなで超えるもの 
医療法人大誠会 理事長 

田中 志子 先生 

15 12/18 
聴講のみなさんの「礼状風レポート」から 

見えてきたもの 

国際医療福祉大学大学院 教授 

大熊 由紀子 

 

 

ご希望の方には、9時 15 分の授業が終わってから「放課後」も。 

左は、赤坂で。塩崎元厚生労働大臣と日本で初めて精神病院をなくした長野敏宏 doctor を迎え

て。同じ愛媛県なのに遠く離れているそうで、この日が初めての出会い 

 

右は、「「こうのとりのゆりかご～15 年」で医学ジャーナリスト協会大賞を受賞した熊本日々編集

局次長 田端美華さん(熊本から zoom で) 

https://www.amazon.co.jp/%E9%A9%9A%E3%81%8D%E3%81%AE%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E6%B0%91%E4%BF%97%E5%AD%A6-%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BA-%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%82%92%E3%81%B2%E3%82%89%E3%81%8F-%E5%85%AD%E8%BB%8A-%E7%94%B1%E5%AE%9F/dp/4260015494/ref=sr_1_2?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=2YHCF7Z6NPBT1&dib=eyJ2IjoiMSJ9.nJkVjnciCUtF_jZwpgsoV3KN0C8LnO7Vu8SmHI43knL86ursYBggOhFHwBhLlwMCRv_c9tBnuk8c7KS5Jwftf5QsQuXiP-eytp3E8xiTo7OigFKN5j6kGYwLloXdKpnMdjm13hFw_FWe3yDYjerRwytEvLsuyY2_-vhxzYSuXiQQv3cvRt-o9r7DocKGErxBj72P5a7RW1dfeH_oEuXue0CDAtXfQ0WrqqlbsYUgMeM.OI-8iZ69BdleWtktl6ngTGWSuRyzb0bweunDVKPqxEE&dib_tag=se&keywords=%E5%85%AD%E8%BB%8A%E7%94%B1%E5%AE%9F&qid=1723876379&s=books&sprefix=%E5%85%AD%E8%BB%8A+%E7%94%B1%E5%AE%9F%2Cstripbooks%2C389&sr=1-2
https://www.amazon.co.jp/%E4%BA%BA%E7%94%9F%E3%81%A7%E5%A4%A7%E4%BA%8B%E3%81%AA%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%81%BF%E3%82%93%E3%81%AA%E3%82%B4%E3%83%AA%E3%83%A9%E3%81%8B%E3%82%89%E6%95%99%E3%82%8F%E3%81%A3%E3%81%9F-%E5%B1%B1%E6%A5%B5-%E5%AF%BF%E4%B8%80/dp/4259547739/ref=sr_1_3?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=1L2S94FFYHIK5&dib=eyJ2IjoiMSJ9.NenV3J9hsd7mbVUe055soo6G9mg3KD6XwLEzI4JIEXMoCpFT1ElaPuVtr4fK0CubAi5nex76gxvDX65_KlKnMGK3eY10uvHcDVolc9OCOSGGP9aKpK_wkWXB9yCFBoyK4wlAoTJxs7hR2cwAe8rvNgFLQl3IuhEmWCiL8dkFZ3z6MRwPaCwhaJutpdhW2C3lov3pF7M1Vkapils1fyKQE60hPnlHtivUUstH10bQqfM.dk7YQjI2KeTAt-H37lSRa4vT3BHN8QAW8W_RmdupABA&dib_tag=se&keywords=%E5%B1%B1%E6%A5%B5%E5%AF%BF%E4%B8%80&qid=1723876439&s=books&sprefix=%E5%B1%B1%E6%A5%B5+%E5%AF%BF%E4%B8%80%2Cstripbooks%2C153&sr=1-3
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%B5%E3%82%8B%E3%81%95%E3%81%A8%E3%81%AE%E7%AC%91%E9%A1%94%E3%81%8C%E3%80%81%E5%92%B2%E3%81%8D%E5%A7%8B%E3%82%81%E3%82%8B%E5%A0%B4%E6%89%80-%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E5%8C%85%E6%8B%AC%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%82%92%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%81%E3%81%A8%E3%81%82%E3%82%8B%E7%97%85%E9%99%A2%E3%81%AE%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8-%E7%94%B0%E4%B8%AD-%E5%BF%97%E5%AD%90/dp/4344934369/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=363SCYJ19ZI7E&dib=eyJ2IjoiMSJ9.YJoHVYUQ-djoCp9WaMiCvjP0hYIrY_PB2_MTB8UY5VhT_kNlz0XcPJTO0hYV0FCPie-_u4kQTo4MRnSNepp0CZovBXbc32YwT2OLb43NjtyVGrhZSm4NEH9y_z-TFpBpfhBGEhfT7GI-Vno-8PD364TFPlclzL76EpmvXpJyADhjqgPsceRXJrGLwBZxpAN_ayfXlkGKiwxZ-4jga8SLfzV9Egq2ubbTKZAddsrW9_k.h3k5tr0e8pI8E3mspnC238mmZUw2B1h05xCI2ozrHmE&dib_tag=se&keywords=%E7%94%B0%E4%B8%AD%E5%BF%97%E5%AD%90&qid=1723882665&s=books&sprefix=%E7%94%B0%E4%B8%AD+%E5%BF%97%E5%AD%90%2Cstripbooks%2C162&sr=1-1
http://www.yuki-enishi.com/


Medical journalist  100号記念号 ２０２４年8月１日発行 

 

日本医学ジャーナリスト協会の前身 

「７人の会」が切り開いたこと 

 

「７人の会」は、不思議な会でした。所属する組織はライバルどうし。にもか

かわらず、集まっては、日本の医療を憂えたり、エールを送りあったり、本を書

くとき、あらかじめ読みあったり。 

のちの医学ジャーナリスト協会賞の評価基準になった「「社会へのインパクト」

「オリジナリティ」「科学性」「「現力」」に加えて、「「患者の視点」「医学界や政府

への反骨精神」を秘めていました。 

 

●「染色体」から「誤診・薬禍」「診療報酬」まで幅広いレパートリー 

最年長の岡本正さんは192１年生れ。

若いころ、結核で死線をさまよった経験

の持ち主です。 

 日本初の“患者の、患者による、患者

のための雑誌”、「保健同人人 の編集長で

した。 

左の写真は、この雑誌の現紙です。 

日本画壇の巨匠「・ 山魁夷さんが、若

き日、現紙だけでなく、挿絵まで手がけ

ました。弟さんが、結核を病んでいたの

でした。 

 

2歳年下の大熊房太郎さんは、教授選

と医療過誤をテーマに、後に映画やテレ

ビになった保白い巨頭 をサンデー毎日

編集部で手がけました。 

医学博士号をもち、「あれは、山崎豊子

じゃなくて、僕がほとんど書いたんだ」

と豪語するのが常でした。 

 

房太郎さんと性格が真逆な青柳精一さんは会のまとめ役。1924 年生れ
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で゛朝日新聞社の「「モダンメディシン」編集長。医療制度とその歴史に関心が

深く、著書、「保代医医療のあけぼの～幕末・明治の医事制度 「保診療報酬の歴史 

は、「具体的な資料を使いながら、政治を動かした人物を彩り豊かに描いた」

と評価されていました。 

 

昨年亡くなった医学ジャーナリスト協会「・第2医会長、伊藤正治さんは1925

年生れ。「「いつもニコニコした優しい人」とだけ思っている若い方がいるかもし

れませんが、実は、医学ジャーナリストの草分けでした。 

共人通信から発信した記事は全国に配信され、「保成人病のすべて 保痛みのカル

テ 保こどもの病気 などにまとめられました。 

「全国各地を訪ね歩き、一般の人がわかり、しかも正しい。そこが、専門家が

書いた解説書とは違う」と医学界の重鎮にも一目置かれました。 

 

村松博雄さん。1926 年生れの産婦人科医で、おだやかな人柄、あたたかな

言葉づかいで、テレビドクターとして著名でした。 

保ぼくは町医者 「保10医の愛と性 などの多数のベストセラーに加えて、「保性

教育学入門 のような学術書もあります。伊藤正治さんが唯一踏みこめなかった、

当時は眉ひそめられた性教育の分野で、数多くの著書を出しました。そのときの

絆が、のちの「調査報道」につながりました。 

 

読売新聞の宮野晴雄さんは1928年生れ。保染色体は語る 保ビールスを追っ

て の連載など、純医学的な科学記者の草分けとして知られていました。 

ところが1973年、「保誤診と薬禍～医学記者の提言 を書いて、医学界を騒然

とさせました。誤診や薬禍の背景にある構造の分析は鋭く、その指摘はいまも通

用します。 

はにかみやで謙虚な方なので知らなかったのですが、 大法学部出身。「「法学」

という特技を発揮したことを、後で知りました。 

医学ジャーナリスト協会が、宮田親平・第 3 医会長のもとで保人は誰でも間

違える～より安全な医療システムを目指して 、大野善三「・第４医会長のもとで

保患者の権利宣言と医療職の倫理綱領 を翻訳して出版したのが 2000 年と

2003 年です。それより３０年も前に医療過誤が生れる構造を明らかにした宮

野晴雄さんの先見の明に、いまさらながら感動してしまいます。 

 

●「雨乞いの論理」「３“た”の論理」「プラセボ効果」 

この６人と年が離れていたのが、1934 年生まれの小枝一夫さんでした。北

海道新聞の科学記者時医の連載「保生 を探検する～分子生物学 が注目されて講



談社のブルーバックスに加えられましたが、そのブルーバックス編集部に転身。 

手がけた本「保薬の効果・逆効果

～臨床薬理学入門 や保ただしい

治療あやしい治療～紅茶キノコ

からがんワクチンまで （右の写

真）は、当時の医学界の常識をく

つがえすものでした。 

 

「男子に限る」と募集要項に書

き続けていた新聞社が、ほんの一

瞬、扉をあけた年がありました。

 京オリンピックを 2 年後に控

えた１９６3年のことです。 

「オリンピックの華は、女子選

手村。ところが、そこは男子禁制」と知って。どの社もあわてふためき、渋々、

女性を1人づつ採用。私も朝日新聞にもぐりこむことができました。 

 

もともとが“リケジョ”の私、オリンピックが終わって、念願の科学部に。 

当時の科学部の先輩方は、天文、数学などアカデミックな香り高い分野を深め

ておられ、入社 3 年目の超下ッ端の私は、先輩が敬遠する同康分野を受け持つ

ことになりました。指南役がいないので「「心細さも極まれり」の私を、朝日新聞

の先輩、青柳さんが、この会に誘ってくださいました。 

ちょうど、大熊房太郎さんが抜けたところだったので、房太郎を由紀子に変え

て「７人の会」が再発足しました。よく間違えられるのですが、房太郎さんと私、

血のつながりはまったくありません。 

 

科学部の使 の１つは、社会部や支局、経済部が出稿してくる「“非科学的な医

学記事”を、出稿部の誇りを傷つけず、どうやったら朝日新聞の紙面からなくせ

るかでした。小枝さんのご紹介で懇意になった「保薬の効果・逆効果 の著者、佐

久間昭教授が発明した言葉が、征伐に威」を発揮しました。 

１つは、「「３“た”の論理」。「「使った⇒治った⇒だからこのクスリが効いたの

だ」という、「「前後関係」を「因果関係」を取り違えた記事を、ボツにすること

ができました。 

「よく効くお薬ですよ」とお医者さんが渡すとメリケン粉でも効いてしまう

「プラセボ効果」、人間のからだにそなわっている「「自然治癒」」を、因果関係

と錯覚してしまう。そのようなことが、専門家と呼ばれる人たちに知られていな



かった時医でした。 

佐久間さんは「雨乞いの論理」という言葉も“発明”しました。 

「雨が降りますように、と太鼓を叩き続けた⇒雨が降った⇒神様がお聞き届け

くださったのだ」に似ているというのです。雨乞いは、雨が降るまで太鼓を打

ち続けるのですから、かならず雨は振ります。 

「それと人様の「「薬効についてのまことしやかな研究成果」が、大手を振って学

会で発現されていたのでした。 

 

●名誉院長の連続医療過誤事件 

 糖尿病で目が不自由になり、その上、当時のことばで「脳軟化」、いまでいう

認知症になった名誉院長が自信に満ちて手術を続け、まわりはただオロオロし

ている。そして次々と出る犠牲者。 

「そんな恐ろしい日々にストップをかけた記事も「７人の会」から生れました。

何とかして院長の暴走を止めなければと憂えた産婦人科医局長・謝国権さんと

私を、村松博雄さんがこっそり引き合わせてくださり、医学的な助言もしてくだ

さいました。 

村松さんと謝さんのお二人は、当時、袋だたきにあいながらも「「性についての

正しい知識」を世に知らせようとした人志だったのです。 

私は、被害者の住所氏名の一覧現を受け取り、一軒一軒訪ね歩きました。 

無謀な手術で母が亡くなった日の 2 日前が誕生日という幼な子に出あったと

きは、涙がとまりませんでした。 

 

「調査報道」という言葉がなかった時医でした。 

「厚生省の調べでは」とか、「「警察の発現では」という「「つっかえ棒」もなく、

記事が日の目をみるには何重もの困難がありました。 

それを、やっとのことで乗り越えて196９年6月１日、朝日新聞の朝刊社会

面に記事がでて、院長は引退し、被害はとまりました。 

 

●必要なかった和田心臓移植 

各紙の記者たちが称賛した札幌医大・和田寿郎教授の心臓移植。 

1968年 8月８日未明の第一報を聞いたとき、私は、なんだかおかしいと思

いました。心臓を提供することになった山口青年は、海で溺れたあと、はるばる

札幌医大に運ばれ、「蘇生」のために人工心肺が使われたというのです。蘇生の

目的で人工心肺を使うなんて聞いたことがありません。 

心臓を生きのよい状態に健つためではないかと私は疑いました。 

疑念はもう１つありました。和田教授の論文が専門誌保移植 に 1 度も載っ



たことがなかったからです。 

拒絶反応をのりこえられるだろうかと気がかりでした。 

７人の会でこの疑問について話してから 2 年たった 1970 年の 5 月、読売

の宮野晴雄さんから電話がありました。札幌医大内科の宮原光夫教授が専門誌

保内科 の論文の中に、ごく小さな文字で、<注>のかたちで心電図や心音データ

を示して、「移植は不必要だった」とほのめかしている」というのです。 

早速、宮原教授を訪ねました。ところが、大学から内部告発者と思われること

を恐れて、逃げるばかり。 

ただ、宮原さんと話しているうちにわかったことがありました。亡くなった宮

崎信夫少年の遺体を解剖した病理学の藤本輝夫教授が、「「医学者として、あって

はならないことが行なわれた」と憤慨しているというのです。 

論文がでるのを待ちました。 

 

藤本さんは「行間に滲ませ」たり「ほのめかしたり」することもなく、「「少年

の心臓の弁は、重症の別人のものとすり替えられていた」「「血液型などから、そ

れは明らかである」と論文ではっきり指摘していました。 

和田教授は宮崎少年の病状について「「心臓の３つの弁が、３つとも、箸にも棒

にもかからない絶望的な状態だった。たから移植するしかなかった」と記者たち

にくりかえし伝えていました。 

「３つの弁のうちの１つだけをとりかえてほしい」と心臓内科が和田教授の

心臓外科に送ったのにもかかわらず、です。 

１つの弁だけを取り替える手術をしていたら、宮崎少年は手術後 83 日で死

んだりしなかったことでしょう。 

この問題では、その後、日弁連が調査委員会を作りました。 

岡本正さんが司会役をしたシンポジウム保和田心臓移植を告発する～医学の

進歩と病者の人権 は健同人人社から出版されました。この本には若月俊一さん、

中川米造さん、松田道夫さん、中川善之介さんたち重鎮、作家として有名になる

前の札幌医大整形外科講師の渡辺淳一さんが参加して、「「無謀な実験的医療」へ

の歯止めの役割を果たしました。 

 

●そして、次々と世を去って。。。。 

７人の会の先輩たちは、みな、次々と旅立ってしまわれました。いま生きてい

るのは私だけです。 

忘れられないのは、岡本正さんの葬儀でした。 

それは1980年の1月１３日の寒い日のことでした。駆けつけた約500人

全員に1通の手紙が配られました。 



「私は、いま死に直面して、少しの不安もなく、みなさまへの生前のご厚情へ

の感謝だけに心がみたされています。そのことを私からもうしあげたかったの

です。……ご会葬のみなさま、遠慮など、くれぐれもなさらないように。ふきっ

さらしの道でふるえてはいけません。どうぞご遠慮なく。」 

この手紙。夫人を悲しませないようにと、夫人のいないすきに岡本さんが実弟

に頼み、暮れには、印刷を終えていたのでした。 

雪のなかを駆けつけた誰もが、「「岡本さんらしいなぁ」と手紙に見入っていま

した。 

日本医学ジャーナリスト協会の機関紙「Medical journalist

はモノクロ。 山魁夷さんの現紙がモノクロでは、もったい

ないので、カラー「にしました。スペースの関係で削った文章

を少しだけ復活しました。 



このページのＵＲＬはこちらです http://www.yuki-enishi.com/yami/yami-00.html 

精神医療の「闇」 

目次 

★精神病院・認知症の「闇」に９人のジャーナリストが迫る 

2023 年 9 月の「えにしの会」のクロストークに新たに書き加えました。 

裏表紙のグラフをみるだけで、日本の精神医療の異様さがわかります。。 

●帯つきの表紙 

●９人のジャーナリストと時男さん 

●目次 

●はじめに……なだ・いなださんの知恵を借りて潜入。。 

★「まちから精神病院をなくしアボガドの森と宿に～入院していた人たちは、いま～」 

大学院の公開講義（乃木坂スクール）「前例を超え前例を創ったプロフェッショナルたち」での 長野敏宏・

愛媛・御荘診療所長の講義から 2024.5.30 

★精神科病院における虐待等について～国際医療福祉大学大学院公開講義～2024.5.23 

相原啓介さん 

★第三者委員会調査報告書についての評価 2014.1.19 弁護士相原啓介さん 

★「調査報告書・孝山会御中」2023.12.7 滝山病院第三者委員会・伊井和彦委員長 

★滝山病院事件の背景と課題 2023.11「響き会う街で特集「精神病院の特殊性を打破す

るために」 

★滝山病院と日本精神科病院協会会長の「闇」を明るみに出した 持丸彰子さんと木原育子

さん・司会は増田一世さん 

（日本障害者協議会「すべての人の社会」2024.1） 

 

など 
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そ
れ
に
は
、
わ
け
が
あ
り
ま
す
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
が
載
せ
よ
う
と
し
な

い
、
で
も
、
日
が
た
つ
に
従
っ
て
重

要
さ
が
増
し
て
い
く
、
冒
頭
の
ミ
ダ

シ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
載
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

「
え
に
し
メ
ー
ル
」
は
、
朝
日

新
聞
と
い
う
発
信
の
場
を
失
っ
た

二
〇
〇
一
年
に
始
め
た
の
で
二
十
三

年
め
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
年
に
始
ま
っ
た
の
が
、
福
祉

と
医
療
・
現
場
と
政
策
の
「
新
た
な

え
に
し
」
を
結
ぶ
集
い
で
す
。
大
阪

大
学
へ
の
旅
立
ち
を
祝
っ
て
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
三
百
人
余
り
の
方
々

は
、
い
ず
れ
も
、
私
と
は
電
話
一
本

で
つ
な
が
る
方
で
す
。
け
れ
ど
、
こ

の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
医
療
、
福
祉
、

そ
し
て
行
政
と
、
お
互
い
、
ま
る
で

違
う
文
化
の
住
人
。
で
も
話
し
て
み

る
と
面
白
い
、
と
い
う
の
で
「
来
年

も
ま
た
こ
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
会

い
た
い
」
と
い
う
は
な
し
に
発
展
し

ま
し
た
。

　

こ
と
し
九
月
の
第
二
十
三
回
の
え

に
し
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、

「
夢
・
願
い
・
怒
り
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
国
会
議
員
の
凄
さ
・
面
白
さ
」

と
「
精
神
医
療
の
闇
～
生
み
出
す
構

造
と
改
革
へ
の
道
」
で
し
た
。

　

二
つ
め
の
シ
ン
ポ
に
は
、
朝
日
、

読
売
、
東
京
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
東
洋
経
済
、

普
段
は
ラ
イ
バ
ル
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
登
壇
し
、
志
を
共
有
し
合
い
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
て
、
こ
の
出
会

い
に
、
感
動
し
た
出
版
社
の
方
が
、

出
版
不
況
の
中
、
本
に
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
二
〇
二
〇
年
か

ら
ズ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
が
っ
か

り
し
て
い
た
ら
、
思
い
が
け
な
い
こ

と
に
大
好
評
な
の
で
す
。
海
外
に
住

ん
で
い
る
方
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
ら

れ
な
い
難
病
の
方
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
東
京
ま
で

の
交
通
費
が
い
ら
な
い
の
で
嬉
し
い

と
い
う
声
ま
で
。

　

こ
の
「
え
に
し
」
の
会
に
は
、
八

つ
の
シ
キ
タ
リ
が
あ
り
ま
す
。

　

二
十
三
年
も
つ
づ
け
て
い
る
の

で
、
こ
の
「
シ
キ
タ
リ
」、
す
っ
か

り
定
着
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
シ
ン
ポ
の
パ
ネ
リ
ス

ト
は
、
カ
ラ
ち
ゃ
ん
、
た
ん
ち
ゃ

ん
、
は
な
ち
ゃ
ん
、
た
だ
ち
ゃ
ん
、

さ
る
ち
ゃ
ん
、
も
り
ち
ゃ
ん 

と
呼

び
合
っ
て
打
合
せ
段
階
か
ら
盛
り
上

が
り
〝
同
志
〟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
厚
労
省
局
長
、
認
知
症
の
ご

本
人
、
お
医
者
さ
ん
、
歯
医
者
さ
ん
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
職
種
は

ま
っ
た
く
違
い
、
そ
れ
ま
で
、
会
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
方
々
で
す
。

　

「
前
例
を
超
え
る
・
創
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
の
こ
の
「
集
い
」
で
、
認
知
症

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
ご
本
人
が
次
々
と
登

壇
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。そ
の
後
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
安
心
し
て
取
り

上
げ
る
よ
う
に
な
り（
14
面
に
続
く
）

　
　

略　

歴　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
三
年
朝
日
新
聞
入
社

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
選
手
村
取

材一
九
六
五
年
科
学
部

一
九
八
四
年
論
説
委
員

二
〇
〇
一
年
大
阪
大
学
大
学
院
教
授

二
〇
〇
四
年
か
ら
国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
分
野
教
授

著
書
に
『「
寝
た
き
り
老
人
」
の
い

る
国
い
な
い
国
』『
福
祉
を
変
え
る

医
療
を
変
え
る
～
日
本
を
変
え
よ
う

と
し
た
社
説
＋
α
』

『
恋
す
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
』

『
物
語
・
介
護
保
険
』『
誇
り
・
味
方
・

居
場
所
～
私
の
社
会
保
障
論
』
他

医
療
・
福
祉
問
う
「
え
に
し
メ
ー
ル
」

発
信
23
年
、
メ
ル
友
ふ
く
ら
み
3000
人

大熊由紀子

おおくま・ゆきこ

◆
認
知
症
薬
と
し
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
レ
カ
ネ
マ
ブ
／
効
果
に
疑
問
・
有
害
事
象
が
高
頻
度
・
行
政
が
援
助
す
べ
き
は

別
の
領
域

◆
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
再
開
で
、
新
た
な
被
害
者
が
（
涙
）
川
田
龍
平
さ
ん
も
登
場
し
て
シ
ン
ポ
。
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
も
可
能

◆
「
身
体
拘
束
を
や
め
た
い
」
精
神
科
病
院
の
ナ
ー
ス
、
作
業
療
法
士
が
「
医
療
従
事
者
の
会
」
を
設
立
／
武
見
厚
労
大

臣
に
要
望
書

 

　

原
稿
の
ご
依
頼
を
受
け
た
十
月
十
二
日
に
発
信
し
た
通
称
「
え
に
し
メ
ー
ル
」
の
ミ
ダ
シ
で
す
。
医
療
・
福
祉
や
研

究
現
場
の
志
あ
る
方
々
、
霞
が
関
、
永
田
町
、
自
治
体
の
要
職
に
あ
る
人
な
ど
十
八
カ
国
少
な
く
見
積
も
っ
て
三
千
人
ほ

ど
の
方
々
が
、
週
一
回
の
こ
の
「
え
に
し
メ
ー
ル
」
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
り
、
メ
ル
ア
ド
が
変
わ
る
と
す
ぐ
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

認
知
症
薬
レ
カ
ネ
マ
ブ
効
果
疑
問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
で
被
害
者

精
神
科
ナ
ー
ス
拘
束
や
め
た
い

【
１
】
ど
ん
な
に
高
名
な
人
で

も
、「
講
演
料
ナ
シ
」

【
２
】
登
壇
は
「
権
利
」
な
の
で
、

「
一
生
に
一
度
」
だ
け
が

原
則

【
３
】
モ
ッ
ト
ー
は
前
例
を
破

る
こ
と

〇
〇
先
生
、
〇
〇
局
長

と
い
う
上
下
っ
ぽ
い
呼

び
か
け
は
御
法
度

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び

合
う

【
４
】
集
い
に
は
、
毎
回
、 

news

が

【
５
】
裏
方
仕
事
は
、
全
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
６
】
目
や
耳
が
不
自
由
な
方

の
た
め
に
、
手
話
、
磁

気
ル
ー
プ
、
指
点
字
で

情
報
保
障

【
７
】
ス
ポ
ン
サ
ー
は
一
切
な

し

【
８
】「
え
に
し
結
び
名
簿
」、

席
は
籖
引
き
。

８つのシキタリ
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ま
し
た
。

　

集
い
に
毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
の
あ
い
だ
に
、「
え
に
し
の
シ
キ

タ
リ
」
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
最

近
、
気
が
つ
き
ま
し
た
。
部
長
、
先

生
な
ど
と
肩
書
き
で
呼
ぶ
の
を
ご
法

度
に
し
て
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で

よ
び
あ
う
と
、
新
し
い
絆
や
発
想
が

生
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

朝
日
新
聞
と
い
う
発
信
の
場
を

失
っ
て
か
ら
始
め
た
三
つ
目
の
試
み

は
、
大
阪
大
学
の
教
え
子
た
ち
が

つ
く
っ
て
く
れ
た
「
え
に
し
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.
yuki-enishi.com/ 

（
ゆ
き
え

に
し
で
検
索
す
る
と
先
頭
に
）
で

す
。
い
ま
、
数
え
て
み
た
ら
、
部
屋

数
は
な
ん
と
五
十
一
に
増
え
て
い
ま

し
た
。

　

朝
日
新
聞
時
代
の
記
事
の
延
長
線

に
あ
る「
メ
デ
ィ
ア
と
冤
罪
の
部
屋
」

「
医
療
事
故
か
ら
学
ぶ
部
屋
」
の
よ

う
な
硬
い
部
屋
だ
け
で
な
く
、「
優

し
き
挑
戰
者
の
部
屋
」「
ら
う
ん
じ

え
に
し
」
の
よ
う
な
、
ほ
っ
こ
り
す

る
部
屋
も
。

　

そ
し
て
、
大
学
の
教
員
に
な
っ
て

か
ら
は
じ
め
た
公
開
講
義
シ
リ
ー

ズ
「
前
例
を
超
え
る
・
前
例
を
創
る
」

に
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
記

録
や
、
大
学
院
生
の
修
士
論
文
や
博

士
論
文
を
紹
介
す
る
部
屋
も
。

　

八
十
三
歳
に
な
っ
た
い
ま
も
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
続
け
て
い
る
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
。
こ
の
原
稿
を
書
か
せ

て
い
た
だ
い
て
、
は
っ
と
気
づ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
の
活
動
の
す
べ
て
は
、
朝
日

新
聞
で
最
初
に
出
会
っ
た
支
局
長
の

影
響
だ
っ
た
の
で
す
。

　

中
野
駅
前
で
一
階
が
焼
き
鳥
屋
と

い
う
ビ
ル
の
二
階
の
支
局
に
恐
る
恐

る
入
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
浅
黒

い
顔
の
支
局
長
が
、
新
し
い
黒
革
の

住
所
録
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
、
厳

か
に
口
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
こ
こ
に
書
く
人
た
ち

が
、
君
の
財
産
だ
」

　

住
所
録
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
新

聞
社
を
卒
業
す
る
と
き
に
は
パ
ソ
コ

ン
の
住
所
録
に
な
り
、
数
え
て
み
た

ら
五
千
人
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
朝
、
起
き
た
事
件
を
夕
方
に
は

説
得
力
あ
る
社
説
に
仕
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
の

「
財
産
」
に
何
度
、
助
け
ら
れ
た
こ

と
か
。

　

支
局
長
は
続
け
ま
し
た
。「
十
を

取
材
し
、
九
捨
て
て
、
一
を
書
く
こ

と
。
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
ヤ
ツ
は

記
者
と
し
て
は
落
第
だ
」

　

こ
の
二
つ
の
教
え
が
骨
の
髄
ま
で

し
み
こ
ん
だ
結
果
が
「
え
に
し
メ
ー

ル
」「
え
に
し
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
え

に
し
の
集
い
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
恵
ま
れ
な
い
施
設
の
子
に
、プ
ー

ル
の
贈
り
物
」
と
書
い
て
、
ひ
ど
く

叱
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

「『
恵
ま
れ
な
い
子
』
と
い
う
文
字

を
そ
の
子
た
ち
が
読
ん
だ
時
、
ど
ん

な
気
持
ち
が
す
る
か
、
想
像
し
て
み

た
の
か
」

　

医
療
や
介
護
の
記
事
を
書
く
と
き

は
、
医
療
や
介
護
を
「
受
け
る
身
」

の
こ
と
を
ま
ず
考
え
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
、
あ
の
と
き
の
竹
内
広
支
局
長

の
怖
い
顔
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

信
じ
や
す
く
、
認
知
症
の
新
薬
を

報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
飛
び
つ
い
て
後

悔
す
る
に
違
い
な
い
人
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
後
遺
症
で

人
生
を
台
無
し
に
さ
れ
た
女
性
、

精
神
病
院
で
縛
ら
れ
て
い
る
人
た

ち
。

　

そ
れ
が
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
書
こ

う
と
し
な
い
「
え
に
し
メ
ー
ル
」
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
冒
頭
の
記
事
の

ミ
ダ
シ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に

お
も
い
ま
す
。

トークセッション　タブーへの挑戦
縁（えにし）を結ぶ会の集い　　　

孤児院で育ったサヘル・ローズさんと 　　　　　　　　　　　　　　
児童福祉法抜本改正をすすめた しおちゃん、塩崎大臣と現場の人たち



■「誇り・味方・居場所――私の社会保障論」（大熊由紀子著、ライフサポート社） 

「霞が関官僚が読む本」（J-CAST）より 

   著者は、元朝日新聞記者（現在は大学院教員）。国内は

もとより海外の医療・介護・福祉の現場を歩き、日本の介

護を変えたとされる「『寝たきり老人』のいる国、いない国」

（ぶどう社）など、「現場」「当事者」の視点から社会保障の

変革を求めて発信を続けている。 

   朝日新聞退社後、「福祉」と「医療」、「現場」と「政策」を

つなぐ志の縁結び係を名乗り、毎年４月には「新たなえに

しを結ぶ会」を主催するなど、深い溝があるといわれる「福

祉関係者と医療関係者」、「当事者・現場実践者と政治家・

行政担当者」の橋渡し役として活躍している。 

     

長年、現場に密着し、社会保障の在りようを考え続けてき

た著者がたどり着いた結論は、人間にとって欠かせない

「誇り」、「味方」、安心できる「居場所」が守られること。本書では、その理由について、①日本のケ

アの歴史、②内外の現場の実践、そして③著者自身の母の看取りケアの物語を通じて語られる。 

  

ケアの社会化の歩み―一歩進んで、ときどき後戻り― 

   動物の世界のケアは、親から子への一方通行なのに、なぜ人間だけが介護や介助をするのか。

著者の答えは、 

「人間だけが、利己的遺伝子の企みに逆らって生きるすべを獲得したから」 

   本書の第１部では、1970 年代に登場した「日本型福祉社会論」以降、日本のケアの思想・文化

がどう展開されていったかを辿る。 

   1973年のオイルショックを契機として、「福祉バッシング」が始まり、日本型福祉社会論（自立・自

助を強調し、家族の相互扶助、ボランティアや民間活力の活用を奨励）の下で、福祉予算の伸び

は抑えられた。ケアを要する人々は、予算制約の少ない医療保険が受け止めることとなり、雨後

の竹の子のように生まれた老人病院や精神科病院に収容されることとなった。 

資料5



   その結果、日本独特の「寝たきり老人」が多数生じることになったという。当時、「寝たきり老人」

という言葉は、日本において一般的だったが、欧州諸国を訪ねた著者は、彼の地では、「寝たきり

老人」なる日常語がないことを知る。日本なら病院のベッドに寝間着姿で横たわっているような高

齢者が、おしゃれをし、車いすに乗り、単身でも思い出いっぱいの自宅で暮らしていたのだ。 

   日本の「寝たきり老人」とは、実は「寝かせきり」にされ、廃用症候群に陥った犠牲者だったとして、

著者は、その代表作「『寝たきり老人』のいる国、いない国」をはじめ様々な機会を捉えて、発信し

ていく。 

   平成の時代となって状況が変わり、介護の社会化の流れが動き出す。消費税導入を契機として

自民党が参院選で大敗北を喫するという政治史上の「事件」がきっかけで、「ゴールドプラン（高齢

者保健福祉十か年戦略）」が誕生。これが後の「介護保険」へとつながっていく。 

   日本型福祉社会論で提起された「自立」概念も、障害福祉分野を中心に、正反対の意味で使用

されるようになる。つまり、当事者自身が「主体的」に「自己決定」することを尊重し、「地域」で生活

することを基本とする考えだ。 

   しかし、著者の目から見れば、ケアの世界における、こうした自立概念の転換も後戻りを繰り返

しているという。精神病床の大幅削減という世界の潮流から外れ、未だに数多くの精神障害者が

精神科病院で暮らしている現状、そして、この精神病床に認知症の人々が多数、入院している状

況を憂える。 

   未だ多くの課題を抱える日本のケアの現場であるが、ケアの社会化が進む中で、世界に誇る独

創的な実践も生まれている。 

・奇想天外な幻覚妄想を体験した精神障害者がグランプリに輝く「幻覚・妄想大会」で有名な北海

道浦河の「べてるの家」 

・高齢者、障害者、子どもの区別なく受入れ、利用者自身が担い手となってしまう「富山型デイサー

ビス」として有名な「このゆびとーまれ」 

   ――これらはいずれも、「当事者」を真ん中に置き、「ケアされる側」と「ケアする側」の垣根を超

えた実践を行う中で、利用者・提供者双方にとって魅力的な場をつくり出している。 

   こうした実践にこそ、ケアの未来があるというのだ。 

プロフェッショナルたちの実践 

   本書の第２部では、著者が毎日新聞に２年半にわたり連載したコラム「私の社会保障論」に、写

真や図を加えて持論を展開している。 



   続々、日本の医療・介護・福祉のプロフェッショナルが登場する。 

   山の上の特別養護老人ホームを解体して、地域包括ケアを実現した施設長、医療事故を「隠さ

ない、逃げない、ごまかさない」を貫いた病院長、在宅ホスピスのパイオニア、在宅口腔ケアの道

を切り拓いた歯科衛生士、逆転の発想「バリアアリー」でリハビリに革命を起こしたカリスマ作業療

法士など、日本のケアを変えてきた人々の実践が紹介されている。 

「一人では何もできない。でも、まず、一人から始めなければ」 

「制度があるからやろうはダメ。いいものは国が追っかけてくる」 

「理屈や命令では人はまとまりません。感動して仲間意識を持った時、みんな喜んで動き出す」 

   ――など、プロフェッショナルの極意が伝えられる。 

    第 2 部で取り上げられている実践の共通点は、「誇り」、「味方」、「居場所」である。一例を挙げ

れば、東京都内で約 1250 人のホームレスの支援を行っている自立支援センターふるさとの会。住

まいの確保から日常生活の支援、そして在宅での看取りまで、家族のように支える。特筆すべき

は、約 270 人のスタッフのうち約 100 人が、自らも支援を受ける障害や病気を抱えた人ということ

（ケア付き就労）。お互いが支え合うことで、人間としての「誇り」を取り戻している。 

   こうした日本の社会保障を切り拓いてきたパイオニアたちの実践を受けて、著者はこう語る。 

「昔作られた法律の枠を超えたところにこそ、真の福祉があるようです。それを実現するために必

要なのは、本人の願いへの想像力と、改革する度胸だと思えます」 

「支える人が誇りと喜びをもって働き、支えられる人の誇りが守られる時、日本の社会保障制度は

質と継続性を保つことができる」  

母の看取りケアの経験―介護保険の枠内でデンマーク並みのケ

アが可能に― 

   第3部では、「末期がん、まだらボケ、要介護四」、「余命あと一か月」と言われた著者の母（享年

95）が、4 年半にわたって、自宅で様々な在宅サービスを受けつつ、旅立つまでの経験を語る。 

   退院直後は、母自身、「よその人が家に入ってくるなんでとんでもない」と言い張っていたそうだ

が、実際にホームヘルパーさんから足湯ケアなどを受けるうちに、すっかり気に入ってしまったと

いう。 

   慣れ親しんだ自宅での生活は、病院とは大違い。病院では患者そのものだった母が、自宅では

よちよち歩いて台所に行き、皿を洗い始めたり、福祉用具専門相談員がトイレのドアを外し、手す



りを取り付け、高さを調節すると、自分でトイレが使えるようになった。病院でオムツをつけていたと

きとは全く見違えるようになったそうだ。 

   著者曰く、「あと一か月」が「四年半」にも伸びたのは、「なじんだ家」の力ではないかとのこと。 

   著者の母を支えたのは、様々な「プロフェッショナル」と「商店街のみなさん」。 

   専門職として、かかりつけ医、ホームヘルパー、訪問看護師、ケアマネジャー、歯科医師・歯科

衛生士、かかりつけ薬剤師、リンパドレナージの専門家など大勢のスタッフがケアを担ったが、基

本的に介護保険の範囲内で対応できたという。 

   そして、母が長年暮らした商店街のみなさん（美容院、和食、中華、イタリアン、フレンチ、鮨、さ

ぬきうどん、花屋、ブティック等）も、折にふれて、生活の支えになったそうだ。 

「都会でも地域包括ケアが、しかも、介護保険の範囲で、デンマークなみに自宅で人生を全うする

ことが可能なことを、母は証明してくれたような気がします」  

   著者が考える「社会保障にとって大切なこと＝誇り・味方・居場所」が確信となった経験だったに

違いない。 

JOJO（厚生労働省） 

 


